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排
水
管
の
改
修
時
期 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
排
水
管
の
改
修
に
関

し
て
は
、
調
査
結
果
に
従
い
、
ど
の
系
統

に
ど
の
よ
う
な
材
質
の
排
水
管
が
使
用

さ
れ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
、
改
修
時

期
を
見
極
め
る
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。 

 
主
な
排
水
管
の
材
質
と
耐
用
年
数
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 

❶ 

排
水
用
鋳
鉄
管(

Ｃ
Ｉ
Ｐ) 

古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
配
管
材

料
で
あ
り
、
雑
排
水
「
立
て
管
」
は
「
配

管
用
炭
素
鋼
鋼
管
」
、
汚
水
「
立
て
管
」

は
「
鋳
鉄
管
」
と
い
う
使
わ
れ
方
が
多
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
鋳
鉄
の
素
材
そ
の
も
の

の
耐
久
性
は
高
く
、
使
用
開
始
後
４
０
年

以
上
経
過
し
た
鋳
鉄
の
汚
水
「
立
て
管
」

が
現
在
も
問
題
な
く
使
用
さ
れ
て
い
る

マ
ン
シ
ョ
ン
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

❷ 

配
管
用
炭
素
鋼
鋼
管(

Ｓ
Ｇ
Ｐ) 

一
般
的
に
、
耐
用
年
数
は
２
０
年
程
度

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
配
管
の
内
外
面
と
も

に
、
亜
鉛
メ
ッ
キ
に
よ
る
防
錆
処
置
が
施

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
耐
食
性
は
低
く
、

「
ド
レ
ネ
ー
ジ
継
手
」
に
よ
る
「
ね
じ
込

み
接
合
」
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
、
ね
じ

切
り
に
よ
り
薄
肉
と
な
っ
た
鉄
部
が
腐

食
に
よ
り
消
失
し
、
漏
水
に
至
る
ケ
ー
ス

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
台
所
の
排

水
が
単
独
で
流
出
す
る
排
水
管
の
耐
久

性
は
低
く
、
台
所
の
排
水
が
流
れ
込
ま
な

い
浴
室
／
洗
面
／
洗
濯
等
の
排
水
管
は
、

２
５
年
を
超
え
て
も
腐
食
が
認
め
ら
れ

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。（
次
頁
の
【
図

-

１
】
参
照
） 

❸ 

排
水
用
ノ
ン
タ
ー
ル
エ
ボ
キ
シ
塗
装

鋼
管(

Ｓ
Ｇ
Ｐ-

Ｔ
Ａ) 

錆
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
「
配
管
用

炭
素
鋼
鋼
管
」
の
内
面
に
「
タ
ー
ル
エ
ボ

キ
シ
塗
装
」
を
施
し
た
配
管
で
、
鋼
管
の

強
靱
性
、
耐
衝
撃
性
お
よ
び
耐
火
性
、
な

ら
び
に
内
面
の
耐
食
性
を
併
せ
持
つ
配

管
材
料
で
、
耐
用
年
数
は
３
０
年
程
度
見

込
ま
れ
ま
す
。 

❹ 

排
水
用
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
ラ
イ
ニ
ン

グ
鋼
管(

Ｄ
‐
Ｖ
Ａ) 

配
管
の
軽
量
化
を
図
る
た
め
、
薄
肉
の

鋼
管
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
接
合
部
分

は
ね
じ
込
み
式
で
は
な
く
、
管
を
差
し
込

む
方
法
が
取
ら
れ
、
工
場
で
あ
ら
か
じ
め

必
要
な
寸
法
に
加
工
の
上
、
現
場
に
納
品

す
る
「
プ
レ
ハ
ブ
加
工
工
法
」
に
よ
り
現

場
施
工
の
省
力
化
を
実
現
さ
せ
普
及
が

進
ん
だ
配
管
材
料
で
す
。
防
錆
処
置
と
し

て
、
内
外
面
に
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
に
よ
る

被
覆
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
の
皮
膜
が
剥

が
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
露
出
し
た
鉄
部
が

ピ
ン
ホ
ー
ル
状
に
腐
食
す
る
現
象
が
劣

化
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。
皮
膜
が
破
れ
た
鉄

部
に
集
中
的
に
浸
食
が
起
き
、
も
と
も
と

薄
肉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
漏
水
の
発

生
を
助
長
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
差
込
み
接
合
部
分
の
管
端
部
、

お
よ
び
溶
接
加
工
部
分
に
、
局
部
的
に
腐

食
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
耐
用
年
数
は
、
腐
食
が
早
い
ケ
ー

ス
で
２
５
年
、
平
均
し
て
３
０
～
４
０
年

程
度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

❺ 

硬
質
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
管(

Ｖ
Ｐ) 

適
切
な
施
工
と
使
用
が
行
わ
れ
て
い

る
硬
質
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
管
は
、
５
０
年

以
上
の
耐
用
年
数
を
有
し
ま
す
。 

❻ 

排
水
・
通
気
用
耐
火
二
層
管 

配
管
の
内
部
側
は
樹
脂
製
で
あ
り
、
鋼

製
で
は
な
い
こ
と
か
ら
腐
食
の
懸
念
が

な
く
、
良
好
な
施
工
が
行
わ
れ
て
い
る
場

合
の
耐
用
年
数
は
、
４
０
年
以
上
期
待
で

き
ま
す
。 
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５ 

排
水
管
の
改
修
ポ
イ
ン
ト
と
改
修
方 

 
 
 
 

 

 
 

法 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
排
水
管
は
、
各
室
内
の

仕
上
げ
材
に
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

共
用
部
分
で
あ
る
「
立
て
管
」
の
改
修
工

事
は
、
室
内
で
の
工
事
と
な
る
こ
と
か
ら
、

工
事
の
騒
音
対
策
や
入
室
日
の
徹
底
な

ど
、
広
報
活
動
や
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
成
功
の
鍵
を
握
り
ま
す
。 

改
修
方
針
と
し
て
、
将
来
を
見
越
し
た

「
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
」
の
付
加
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
住
宅

設
備
機
器
の
大
半
は
、
将
来
必
す
世
の
中

か
ら
消
え
、
根
本
的
な
寸
法
体
系
も
変
わ

り
、
数
十
年
前
に
建
設
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ

ン
に
は
新
し
い
設
備
機
器
が
設
置
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。 

居
住
者
や
間
取
り
も
変
わ
り
、
設
備
機

器
も
進
化
し
て
い
く
と
い
う
変
化
を
大

前
提
に
、
設
備
配
管
の
ル
ー
ト
や
材
質
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
排
水
管
の
改
修
に
際
し
て

は
、
老
朽
化
し
た
配
管
を
取
り
替
え
る
だ

け
で
は
な
く
、
「
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
」

を
伴
う
付
加
価
値
を
、
改
修
工
事
に
よ
り

手
に
入
れ
る
こ
と
も
重
要
な
要
素
の
一

つ
と
な
り
ま
す
。 

以
下
、
排
水
管
改
修
工
事
の
ポ
イ
ン
ト

を
列
挙
し
ま
す
。 

・
耐
久
性
の
高
い
材
料
を
選
定
す
る
と
と

も
に
、
排
水
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
を
検

討
し
、
必
要
に
応
じ
て
「
立
て
管
」
の

本
数
を
減
ら
す
。 

・
共
用
部
分
と
専
有
部
分
の
区
分
け
を
整

理
す
る
。 

・
居
住
者
へ
の
説
明
を
繰
り
返
し
行

、 

工
事
に
対
す
る
理
解
を
得
る
。 

・
流
れ
作
業
で
の
全
戸
へ
の
入
室
工
事
と

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
居
住

者
１
０
０
％
の
合
意
形
成
を
目
指
す
。 

・
騒
音
対
策
、
粉
塵
対
策
を
考
慮
す
る
。 

・
必
要
に
よ
り
、
居
住
者
専
用
の
仮
設
ト 

イ
レ
や
ラ
ン
ド
リ
ー
を
設
置
す
る
。 

・
必
要
に
よ
り
、
騒
音
か
ら
の
避
難
所
な

ど
を
設
置
す
る
。 

・
工
事
中
の
住
戸
の
鍵
の
貸
し
借
り
ル
ー

ル
の
明
確
化
が
必
要
と
な
る
。 

・
改
修
工
事
時
の
排
水
制
限
時
間
は
、
最

長
で
も
朝
９
時
か
ら
夕
方
６
時
ま
で

の
間
と
し
、
早
朝
と
夜
は
通
常
ど
お
り

の
生
活
が
で
き
る
排
水
機
能
を
確
保

さ
せ
る
。 

・
排
水
制
限
時
に
、
上
階
の
排
水
が
流
さ

れ
な
い
た
め
の
周
知
徹
底
。 

尚
、
既
存
排
水
管
の
改
修
方
法
に
は
、

古
い
配
管
を
撤
去
し
、
新
し
い
配
管
を
設

置
す
る
方
法
（
「
更
新
工
事
」
）
と
、
既

存
排
水
管
の
内
面
を
砂
な
ど
の
研
磨
材

で
磨
い
た
後
、
樹
脂
を
塗
布
し
て
表
面
皮

膜
を
つ
く
る
工
法
で
配
管
の
延
命
を
図

る
方
法
（
「
更
生
工
事
」
）
に
分
け
ら
れ

ま
す
。 

「
更
生
工
事
」
は
、
配
管
を
取
り
替
え

る
「
更
新
工
事
」
と
比
較
し
て
、
内
装
工

事
の
低
減
や
工
期
の
短
縮
が
図
れ
、
廃

材
も
少
な
く
て
済
む
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。 

次
に
、
「
更
新
工
事
」
と
「
更
生
工
事
」

の
特
徴
を
記
載
し
ま
す
。 

（
１
）
「
更
新
工
事
」 

古
い
配
管
を
撤
去
し
、
新
し
い
配
管
を

設
置
す
る
「
更
新
工
事
」
に
は
、
次
の
よ

う
に
長
所
と
短
所
が
あ
り
ま
す
。 

【
更
新
工
事
の
長
所
】 

・
最
新
の
材
料
に
取
り
替
え
る
こ
と
で
耐

久
性
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
。 

・
耐
震
性
能
な
ど
、
現
在
の
水
準
に
基
づ

く
設
備
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
き
る
。 

・
既
存
の
排
水
管
の
サ
イ
ズ
が
細
い
ケ
ー

ス
が
あ
り
、
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

に
よ
り
、
排
水
性
能
を
改
善
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

・
下
階
の
天
井
内
に
配
管
が
設
置
さ
れ
て

い
る
場
合
、
自
階
の
床
下
空
間
に
配
管

し
な
お
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。 

【
更
新
工
事
の
短
所
】 

・
室
内
で
の
工
事
が
必
要
な
場
合
、
騒
音

や
ホ
コ
リ
が
発
生
す
る
。 

・
排
水
管
を
新
し
く
す
る
た
め
に
、
壁
や

床
な
ど
を
解
体
す
る
必
要
が
生
じ
る
。 

（
２
）
「
更
生
工
事
」 

 

既
存
配
管
の
延
命
を
図
る
「
更
生
工

事
」
は
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
ま
す
。 

❶
「
樹
脂
ラ
イ
ニ
ン
グ
工
法
」 

水
や
圧
縮
空
気
を
用
い
、
配
管
内
に
研

磨
材
な
ど
を
高
圧
で
高
速
移
動
さ
せ
て
、

さ
び
こ
ぶ
を
除
去
し
ま
す
。 

 
 

【
図-

１
】 
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乾
燥
後
、
二
液
性
の
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
系

塗
料
で
ラ
イ
ニ
ン
グ
を
施
し
ま
す
。 

ラ
イ
ニ
ン
グ
の
方
法
お
よ
び
回
数
の

違
い
は
様
々
で
す
が
、
樹
脂
ラ
イ
ニ
ン
グ

を
施
す
こ
と
か
ら
、
塗
残
し
や
ピ
ン
ホ
ー

ル
、
エ
ポ
キ
シ
未
反
応
な
ど
が
な
け
れ
ば

発
錆
は
抑
制
さ
れ
、
保
守
費
用
も
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
保
証
期
間
は
５
年
～
１
０
年

程
度
で
す
。 

 

尚
、「
樹
脂
ラ
イ
ニ
ン
グ
エ
法
」
に
は
、

「
吸
引
工
法
」
「
反
転
工
法
」
等
、
い
ろ

い
ろ
な
工
法
が
あ
り
ま
す
。 

・
「
吸
引
工
法
」
【
図-

２
】 

吸
引
車
の
吸
引
力
で
、
排
水
管
の
内
面

に
発
生
し
た
錆
や
付
着
物
を
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
（
洗
浄
・
研
磨
・
除
去
）
し
、
ボ
ー

ル
ピ
グ
を
用
い
て
強
固
な
エ
ポ
キ
シ
樹

脂
を
配
管
内
へ
均
一
に
塗
膜
ラ
イ
ニ
ン

グ
す
る
工
法
で
す
。 

・
「
反
転
工
法
」
【
図-

３
】 

「
反
転
工
法
」
は
、
既
存
の
排
水
管
内

に
新
た
に
管
を
形
成
さ
せ
、
内
側
か
ら
改

修
す
る
工
法
で
す
。
具
体
的
に
は
、
空
気

圧
を
利
用
し
て
特
殊
な
素
材
の
ホ
ー
ス

を
管
内
に
反
転
挿
入
し
、
硬
化
さ
せ
る
こ

と
で
、
既
存
配
管
の
内
側
に
新
し
い
配
管

を
構
築
さ
せ
ま
す
。 

 

❷
脱
気
工
法 

さ
び
の
原
因
の
酸
素
を
取
り
除
く
特

殊
な
装
置
を
設
置
し
、
さ
び
の
進
行
を 

抑
制
す
る
工
法
で
す
。
合
成
樹
脂
の
フ
ィ

ル
タ
ー
で
水
中
の
溶
存
酸
素
を
除
去
す

る
も
の
で
、
機
械
式
や
中
空
糸
膜
タ
イ
プ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

❸
電
気
防
食
工
法 

腐
食
し
や
す
い
箇
所
に
電
流(

電
子)

を
供
給
し
、
腐
食
電
池
の
形
成
を
抑
制
し

ま
す
。
内
面
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
が
な
い
継
手

部
分
や
、
銅
の
合
金
か
ら
な
る
バ
ル
ブ
等

と
鋼
管
の
接
続
部
分
で
発
生
す
る
「
異
種

金
属
接
合
腐
食
」
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。 

❹
そ
の
他
の
工
法 

配
管
防
錆
工
法
に
は
、
こ
の
ほ
か
に

も
多
く
の
工
法
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

工
法
に
よ
っ
て
は
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
が
有
償
か
無
償
か
、

い
ず
れ
で
あ
る
の
か
の
確
認
も
重
要
で

す
。 排

水
管
の
「
更
生
工
事
」
施
工
後
、

通
常
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
し
て
高
圧

洗
浄
を
実
施
す
る
場
合
、
高
圧
洗
浄
の

高
圧
ホ
ー
ス
に
よ
り
ラ
イ
ニ
ン
グ
塗

膜
を
傷
め
な
い
よ
う
注
意
し
て
洗
浄

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

公
共
上
下
水
道
の
老
朽
化
に
伴
う

道
路
陥
没
事
故
の
報
告
が
相
次
ぐ
中
、

敷
地
内
や
施
設
内
の
給
排
水
設
備
の

維
持
管
理
に
も
十
分
注
意
を
払
い
た

い
も
の
で
す
。 

【
図-

１
】
～
【
図-

３
】
出
典
：
積
算
資
料
ポ
ケ

ッ
ト
版
マ
ン
シ
ョ
ン
修
繕
編 

  

 

地
盤
面
よ
り
床
が
低
け
れ
ば
地
階
の
容 

積
率
緩
和
対
象
（
条
件
あ
り
） 

住
宅
用
途
な
ど
の
地
階
に
対
し
、
容
積

率
の
緩
和
措
置
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

勝
手
な
判
断
で
地
階
扱
い
に
し
た
例
が

あ
る
よ
う
で
す
が
、
建
築
基
準
法
施
行
令

第
１
条
第
二
号
の
定
義
は
こ
う
な
っ
て

い
ま
す
。「
床
が
地
盤
面
下
に
あ
る
階
で
、

床
面
か
ら
地
盤
面
ま
で
の
高
さ
が
そ
の

階
の
天
井
の
高
さ
の
３
分
の
１
以
上
の

も
の
」
。
つ
ま
り
、
床
面
が
地
盤
面
よ
り

低
く
て
も
地
階
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

 

階
全
体
で
、
地
階
か
ど
う
か
を
判
断 

日
本
建
築
行
政
会
議
の
「
建
築
確
認
の

た
め
の
基
準
総
則
・
集
団
規
定
の
適
用
事

例
」
を
基
に
、
地
階
の
意
味
を
解
読
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

消
費
者
も
知
っ
て
お
く
べ
き 

建
築
基
準
法
ア
ラ
カ
ル
ト
37 
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【
図-

２
】
吸
引
工
法 

【
図-

３
】
反
転
工
法 
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ま
ず
前
提
と
し
て
、
地
階
は
階
全
体
で

判
断
し
、
部
分
的
な
判
定
は
行
わ
な
い
。

同
じ
階
に
床
や
天
井
の
位
置
、
地
階
面
の

高
さ
が
異
な
る
部
屋
が
あ
っ
て
も
、
地
階

か
ど
う
か
は
そ
の
階
全
体
で
判
断
す
る
。

条
文
の
個
々
の
言
葉
の
意
味
は
次
の
通

り
で
す
。 

【
床
が
地
盤
面
下
に
あ
る
階
】 

こ
れ
は
、
床
の
一
部
が
地
盤
面
下
に
あ

る
階
の
う
ち
、
周
長
の
過
半
が
地
面
よ
り

も
低
い
位
置
に
あ
る
階
を
指
し
ま
す
。 

【
地
盤
面
】 

容
積
率
緩
和
の
判
定
に
用
い
る
地
盤

面
の
定
義
は
、
建
築
基
準
法
第
52
条
第
４

項
に
あ
り
ま
す
。
地
盤
面
の
高
低
差
が
３

ｍ
を
超
え
る
場
合
で
も
、
原
則
、
一
の
地

盤
面
を
設
定
し
ま
す
。 

「
床
面
か
ら
地
盤
面
ま
で
の
高
さ
」
は
、

そ
の
階
で
最
も
高
い
位
置
に
あ
る
床
面

か
ら
地
盤
面
ま
で
の
高
さ
。
「
階
の
天
井

の
高
さ
」
は
、
そ
の
階
で
「
最
も
高
い
位

置
に
あ
る
床
面
」
か
ら
「
最
も
高
い
位
置

に
あ
る
天
井
面
」
ま
で
の
高
さ
。
床
面
と

天
井
面
は
階
ご
と
に
１
つ
だ
け
設
定
す

る
の
で
、
最
も
高
い
位
置
の
床
面
の
直
上

に
最
も
高
い
位
置
の
天
井
面
が
あ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。 

 

【
ポ
イ
ン
ト
】 

地
階
の
判
定
は
、
「
地
盤
面
と
床
と
天

井
」
、
「
地
盤
面
下
の
長
さ
と
周
長
」
の

関
係
か
ら
行
な
い
ま
す
。 

地
盤
面
よ
り
低
く
て
も
、
地
階
と
は
な

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

  

 

地
階
の
容
積
率
緩
和
で
は
地
盤
面
を 

３
ｍ
ご
と
に
分
割 

 

地
階
を
有
す
る
住
宅
、
老
人
ホ
ー
ム
等

を
対
象
と
し
た
容
積
率
の
緩
和
が
あ
り

ま
す
。
建
築
基
準
法
第
52
条
第
３
項
で
、

「
地
階
で
そ
の
天
井
が
地
盤
面
か
ら
の

高
さ
ｌ
ｍ
以
下
に
あ
る
も
の
」
に
対
し
、

住
宅
と
老
人
ホ
ー
ム
等
の
用
途
に
供
す

る
部
分
の
３
分
の
１
ま
で
床
面
積
か
ら

除
外
で
き
る
、
と
定
め
て
い
ま
す
。 

緩
和
を
受
け
る
際
に
は
、
①
そ
の
階
が

地
階
に
当
た
る
か
、
②
天
井
の
高
さ
は
地

盤
面
か
ら
ｌ
ｍ
以
内
か
、
③
用
途
は
住
宅

ま
た
は
老
人
ホ
ー
ム
等
か
、
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
①
と
②
を

検
討
す
る
際
、
判
断
の
基
準
と
な
る
地
盤

面
の
定
義
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。 

 

天
井
高
さ
は
低
い
地
盤
面
で
判
断 

 

①
の
地
階
の
判
断
は
、
地
盤
の
高
低
差

が
３
ｍ
を
超
え
る
場
合
に
も
一
の
地
盤

面
を
設
定
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
階
全

体
で
地
階
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
盤
の
設
定
に
つ
い

て
の
詳
細
は
、
特
定
行
政
庁
に
確
認
し
た

方
が
良
い
で
し
ょ
う
。 

 

次
に
、
②
の
「
天
井
が
地
盤
面
か
ら
高

さ
１
ｍ
以
下
」
に
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討

し
ま
す
。 

こ
こ
の
地
盤
面
は
法
第
52
条
第
４
項

で
定
義
さ
れ
、
高
低
差
が
３
ｍ
を
超
え
る

場
合
に
は
「
高
低
差
３
ｍ
以
内
ご
と
の
平

均
の
高
さ
に
お
け
る
水
平
面
」
を
地
盤
面

と
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
高
低
差
に
よ

っ
て
は
地
階
の
同
じ
室
内
に
複
数
の
地

盤
面
を
有
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
１
つ

の
室
内
で
部
分
的
に
容
積
率
を
緩
和
で

き
る
部
分
と
で
き
な
い
部
分
が
混
在
す

る
ケ
ー
ス
も
生
じ
ま
す
。
こ
う
し
た
場
合 

に
は
、
複
数
あ
る
地
盤
面
の
な
か
で
最
も

低
い
地
盤
面
を
基
準
に
、
天
井
の
高
さ
を

判
断
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

防
災
備
蓄
倉
庫
は
別
の
緩
和
を
適
用 

最
後
に
、
③
の
用
途
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す
。 緩

和
対
象
と
な
る
の
は
「
住
宅
、
老
人

ホ
ー
ム
等
の
用
途
に
供
す
る
部
分
」
で
、

ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
、
建
築
設
備
室
、
管
理

人
室
な
ど
も
相
当
し
ま
す
。
自
助
車
車
庫

や
共
同
住
宅
の
共
用
廊
下
な
ど
は
、
建
築

基
準
法
施
行
令
第
２
条
第
３
項
、
法
第
52

条
第
６
項
で
そ
れ
ぞ
れ
容
積
率
の
緩
和

対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
緩
和
対

象
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。 

防
災
備
蓄
倉
庫
や
蓄
電
池
置
き
場
も

独
自
の
容
積
率
緩
和
が
適
用
さ
れ
る
た

め
、
地
階
に
あ
る
場
合
で
も
、
法
第
52
条

第
３
項
の
緩
和
対
象
か
ら
は
外
れ
ま
す
。 

 

容
積
率
に
余
裕
の
な
い
条
件
で
は
、
緩

和
の
適
否
で
計
画
内
容
は
大
き
く
変
わ

っ
て
き
ま
す
。
緩
和
対
象
部
分
の
チ
ェ
ッ

ク
は
重
要
で
す
。 

 

【
ポ
イ
ン
ト
】 

地
階
か
ど
う
か
は
階
全
体
で
判
断
し

ま
す
。 

天
井
の
高
さ
は
、
高
低
差
３
ｍ
ご
と
に

分
割
し
た
地
盤
面
か
ら
計
算
し
ま
す
。 

車
庫
や
共
同
住
宅
の
共
用
廊
下
は
対

象
外
で
す
。 

消
費
者
も
知
っ
て
お
く
べ
き 

建
築
基
準
法
ア
ラ
カ
ル
ト
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□

2025
年
度
役
員
の
ご
紹
介 

６
月
の
理
事
会
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ

め
総
会
で
選
任
さ
れ
た
理
事
の
互
選
に

よ
り
、
本
年
度
の
当
会
役
員
等
が
以
下
の

と
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

な
お
、
氏
名
下
欄
の
カ
ギ
括
弧
内
は
担

当
す
る
部
会
を
示
し
、
部
会
名
を
□
で
囲

ん
で
表
示
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
理
事

等
が
当
該
部
会
長
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。 

広
報
・
渉
外
部
会
の
一
部
で
あ
っ
た
会

報
部
会
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
会
は
、
そ
れ

ぞ
れ
独
立
し
た
部
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
度
ま
で
常
設
部
会
で
あ
っ
た
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
部
会
、
技
術
件
研
究
部
会
、

総
務
部
会
及
び
出
版
部
会
は
、
必
要
な
時

に
理
事
会
に
て
担
当
理
事
を
決
め
て
活

動
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

顧
問  

田
中
峯
子 

山
本
孝 

大
川
照
夫 

 

理
事
長
・
常
任
理
事 

古
屋
敷
直
樹
「
財
務
部
会
、
広
報
・
渉

外
部
会
、
会
報
部
会
」 

 副
理
事
長 

・
常
任
理
事 

武
田
学
「
広
報
・

渉
外
部
会
、
会
報
部
会

」 

常
任
理
事  

佐
藤
賢
典
「
広
報
・
渉
外
部
会
、
会
報

部
会
」 

鈴
木
幸
司
「
広
報
・
渉
外
部
会
」   

原
田
久
義
「
研
修
・
講
習
部
会
」 

 

理
事  

赤
坂
裕
志
「
会
報
部
会
、
研
修
・
講
習

部
会
」  

川
口
晴
保 

田
岡
照
良
「
会
報
部
会
、
研
修
・
講
習

部
会
」 

高
塚
哲
治
「
広
報
・
渉
外
部
会
、
会
報

部
会
、
研
修
・
講
習
部
会
」  

 

監
事  

藤
井
章
旨 

 

事
務
局
長 

中
山
良
夫
「
財
務
部
会
」 

   

会
報
発
行
回
数
変
更
の
お
知
ら
せ 

日
頃
よ
り
会
報
「
楔
」
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
毎
月
発
行
し
て
い
た
会
報
は
、
今
号

よ
り
、
２
ヵ
月
に
１
回
の
発
行
と
な
り
ま

す
。
次
号
は
８
月
末
発
行
予
定
で
す
。  

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

和
紙
の
技
術
は
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
歴
史
的
文
書
の
保

護
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

い
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
文
書
館

に
お
い
て
は
、
日
本
の
和
紙
が
歴
史
的
文

書
の
修
復
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
和
紙

は
軽
く
て
丈
夫
で
水
に
も
強
く
、
美
し
い

風
合
い
を
持
つ
た
め
、
長
期
保
存
に
適
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
正
し
く
保
管
す
れ
ば

１
０
０
０
年
以
上
劣
化
し
な
い
特
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
際
的
な
文
書
保
存
の

現
場
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

和
紙
は
、
「
繊
維
が
長
く
絡
み
合
う
構

造
の
た
め
破
れ
に
く
く
、
長
期
間
の
保
存

が
可
能
」
「
薄
く
て
柔
軟
性
が
あ
り
、
古

文
書
の
補
修
に
適
す
る
」
「
化
学
薬
品
を

使
わ
ず
、
自
然
由
来
の
素
材
で
作
ら
れ
て

い
る
た
め
、
保
存
環
境
に
優
し
い
」
な
ど

の
理
由
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

具
体
的
に
は
、
「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン

ト
ン
が
議
会
に
宛
て
た
文
書
の
修
復
」

「
独
立
宣
言
や
合
衆
国
憲
法
の
原
本
な

ど
、
１
３
５
億
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
公
文
書

の
保
存
」
「
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
や
大
英
博

物
館
に
お
け
る
文
化
財
修
復
へ
の
利
用
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

こ
こ
で
も
日
本
文
化
の
す
ば
ら
し
さ

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

（
Ｔ
・
Ｔ
） 

□
実
例
欠
陥
建
築
集
・
木
造
編 

次
ペ
ー
ジ
に
、
当
会
の
１０
周
年
記
念
事

業
と
し
て
作
成
し
た
「
実
例
欠
陥
建
築

集
・
木
造
編
」
の
一
部
を
、
掲
載
い
た
し

ま
す
。
今
後
も
順
次
掲
載
い
た
し
ま
す

（
紙
面
の
都
合
に
よ
る
不
定
期
掲
載
） 
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